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収集, 分析することを可能とするためのモニタリングアーキテクチャに関する研究をおこなう.  
 
２．モニタリングアーキテクチャ  




CGI アプリケーションが多くの異なる HTTP リクエストを処理する場合，現状のモニタリングツールは
"login" と "addtocart"等の異なるリクエストを区別することが出来ないので，詳細な性能分析が出来ない．
また，まれなケースであるが，各リクエストが異なる CGI アプリケーションにより処理される場合は，これ
らのリクエストを同様の物として扱うことが不可能となってします．さらに，最近の Web サーバは PHP や
Perl 等のインタープリターを内蔵し，それらを独立したスレッドにより実行するため，現状の荒い粒度の
リソースしかモニタリングできないツールを用いて性能解析することは困難である．同様に，それぞれのク




１）スレッドベースの詳細なリソースモニタリングを可能とする perfmon2 と libprf ライブラリを使用して
各 CPU が提供するパフォーマンスカウンタをアクセスすることを可能とする．これらのツールを利用するこ
とにより，Web サーバに埋め込まれたインタープリタやデータベースサーバのコネクションハンドラの詳細
なリソース使用量の分析が可能となる．また，Apache 内の HTTP リクエストが CGI を実行するためにプロセ
スを fork する場合は，ptrace システムコールを用いて子プロセスの終了時に必要な情報を抽出する． 
２）既存のミドルウエアの拡張をおこなった．本研究では，Apache2 と MySQL を使用することを前提として
いる．これらのソフトウエアはオープンソースとして開発され，Web アプリケーションを実行するために広
く利用されている．本研究により開発するツールを利用可能とするため，個別の HTTP リクエストのリソー
ス使用量をモニタリングしてログとして書き出せるように Apache2 を改良した．また，MySQL に関しては，
各 HTTP リクエスト毎のリソース使用量を取得可能とするため，各 SQL キュエリーをモニタリング可能とし
た． 
 本年度は，提案するツールのプロトタイプの実装と性能解析のためのビジュアルインタフェースを構築し


















本年度は単一マシン上で研究を行った。提案手法を Linux に実装し、実機上で評価を行った。Linux カー
ネル内の専用スレッドがアクセスログからアクセスパターンを抽出し、抽出したアクセスパターンに基づい
てキャッシュアルゴリズムを最適化する。実験の結果、データベースのベンチマークである DBT-2 の性能に




















































































































る通信が成功する確率を高める。この方法をUDP Multi Hole Punching と呼ぶ。本研究では新しい方法を実
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